










































































































保育者 Iはもうひとりの保育者 Sの援助を引き出して，子ども Iへの援助を下支えしながら，
















保育者 Iは子ども Iの方へ向き，子ども Iの気持ちを大きな声で増幅して話す。（①）
保育者 Iは，子ども Iの要求に適応しすぐ向き，継続して向き続けて，一連の行為の成就に

























とたずねながら，子ども Rと子ども Dの間に位置し，子ども Rの脇に膝で立ち，二人に向いて，すっと
座る。
保育者 Iは子ども Hと子ども Rへとすぐ向かい，（①），腰を下ろして向き続ける（②）。
【2 ‒ B】
子ども Hの①：保育者 Dはブロックを持っている子ども Hの手に自分の手を添え，子ども Hをのぞき込
み，
保育者 D「これは誰が持ってたの？ これは誰が持ってたの？」
とはっきりと強く問う。子ども Hは歩いて行ってしまおうとするが，Rの①：保育者 Dは子ども Rを助
け起こして，子ども Rが子ども Hに向き合うに立たせる。Rの②：保育者 Dは
保育者 D「Rちゃんが返して，返してって」
と子ども Hに言う。子ども Rは子ども Hに近づき，子ども Hの持っているブロックに手をかけ，取り戻





ども Rは子ども Hにまっすぐ向かい，子ども Hの手の中にあるブロックへと手を伸ばす。Hの④・Rの
③：保育者 Dは子ども Rと子ども Dの間に位置し，子ども Hのからだを後ろから押さえ子ども Rと対面
7現代における保育者の専門性に関する一考察（6）


















保育者 Dは，同時に子ども Rと子ども Hへの援助を行っている。そこで，子ども Rと子ど
も Hへの援助を分けて表すこととする。
1）子ども Rに対して
保育者 Dは子ども Rに向き，子ども Rを助け起こし，子ども Hに向き合わせる。（①）保
育者 Dは返して欲しいという子ども Rの気持ちを言葉にする。（②）子ども Rは自ら子ども
Hに向かい，ブロックに手をのばす。しかし返してもらうことはできず，再び寝転び泣き始
める。保育者 Dは子ども Rに向き，励ましの声をかける。（③）保育者 Dは，子ども Hに手
をそえて，ブロックを差し出させる。（④）すると子どもHが自ら子ども Rにブロックを返そ






保育者 Dは子ども Hにはっきりと向き問いかける。（①）保育者 Dは子ども Hに向き続け
る（②）保育者 Dは去ろうとする子ども Hに向き声をかけ，子ども Hのからだを子ども Rに
向かせ，しっかりと対面し続けられるよう座らせる。（③）保育者 Dは子ども Hのからだの
向きを押さえ，引き続き，しっかりと対面し続けられるようにする。（④・⑤）保育者 Dは子























































































































（6） D. W. ウィニコット，1989，『抱えることと解釈―精神分析治療の記録』，岩崎学術出版社
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